
環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（令和６年度版）」　第 7章 環境モニタリング

福島県及び周辺地域における放射性物質モニタリング
（公共用水域）

陸水圏の
モニタリング

環境省 令和５年度公共用水域放射性物質モニタリング調査結果（まとめ）
（https://www.env.go.jp/jishin/monitoring/results_r-pw-r05.html）より作成

【実施範囲】
福島県、宮城県、茨城県、
栃木県、群馬県の全域及び
岩手県、千葉県等の一部

【測定地点】
602地点

【核種分析】
＜試料＞
水質、底質、
周辺環境（土壌）

＜対象核種＞
放射性セシウム
放射性ストロンチウム
（一部水質、底質）等

【頻度】
 汚染状況等に応じて、
 年に２～10回の頻度で調査。

（湖沼・底質）

（河川・水質）
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底質の放射性セシウム濃度の調査結果陸水圏の
モニタリング

モニタリングを継続的に行っている地点のデータを用いて、以下の方法により地点別の濃度分布の推移を確認した。各地点にお

ける放射性セシウム（Cs-134とCs-137の合計値）の全調査結果を用いて、地点ごとに平均値（算術平均。検出下限値未満はゼロ

で算出。）を求め、全ての地点平均値を濃度別に６区分に整理した。

0 100 200 300 400

平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和5年度
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経経年年的的ににはは、、高高濃濃度度区区分分がが減減少少。。令令和和５５年年度度はは、、

検検出出下下限限値値未未満満がが110088地地点点（（2277..33％％））、、

1100以以上上110000BBqq//kkgg未未満満がが221144地地点点（（5544..00％％））、、

110000以以上上11,,000000BBqq//kkgg未未満満がが7722地地点点（（118822％％））でであありり、、

110000BBqq//kkgg未未満満のの地地点点がが全全体体のの約約8811％％をを占占めめてていい

たた。。

経経年年的的ににはは、、高高濃濃度度区区分分がが減減少少ししてていいるるがが、、

河河川川にに比比べべ緩緩ややかか。。令令和和５５年年度度はは、、

検検出出下下限限値値未未満満がが33地地点点（（11..88％％））、、

1100以以上上110000BBqq//kkgg未未満満がが4400地地点点（（2244..55％％））、、

110000以以上上11,,000000BBqq//kkgg未未満満がが8833地地点点（（5500..99％％））でで

あありり、、11,,000000BBqq//kkgg未未満満のの地地点点がが全全体体のの約約7777％％

をを占占めめてていいたた。。

経経年年的的ににはは、、高高濃濃度度区区分分ははみみらられれなないい。。

令令和和５５年年度度はは、、

検検出出下下限限値値未未満満がが1122地地点点（（2299..33％％））、、

1100以以上上110000BBqq//kkgg未未満満がが2211地地点点（（5511..22％％））、、

110000以以上上11,,000000BBqq//kkgg未未満満がが88地地点点（（1199..55％％））ででああ

りり、、  110000BBqq//kkgg未未満満のの地地点点がが全全体体のの約約8800％％をを

占占めめてていいたた。。

令和６年度第２回水環境における放射性物質の常時監視に関する評価検討会（環境省）資料
（https://www.env.go.jp/air/rmcm/conf_cm2/r0611.html）より作成


